
 

 

＜別紙１＞ 

 

木質バイオマス燃料の導入計画概要 

 

１．木質バイオマス燃料 

（１）燃料の種類：木質バイオマスペレット※１ 

（２）混 焼 率：約３％ 

（３）年間使用量：約７万トン※２ 

 

２．年間ＣＯ２削減量 

約11万トン※２ 

 

３．運用開始時期 

   平成24年度※３ 

 

４．混焼スキーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：主に海外の林地残材や製材所・植物油工場などから発生する未利用の木質原料を圧縮成  

型した燃料。 

※２：運用当初の、当発電所１号機のみで混焼した場合。 

※３：試験運用は平成 23 年度より開始。なお、当発電所２号機についても営業運転開始予定の

平成25年 12月以降、１号機の実績を踏まえ、導入予定。 

 

 

以 上 

 

木質バイオマスペレット 

［燃焼方法］
既設石炭コンベヤ上にペレット燃料を投入
し、石炭と混ぜる（約３％）

［輸送方法］
　海上輸送からの直接荷揚げ
　（一部、トラック搬入）

石炭コンベヤ
（既設）

貯蔵サイロ
（新設） バイオマスコンベヤ（新設）

1号ボイラ

石炭ヤード
（既設）

アンローダ
（新設）

トラック搬入

2号ボイラ
（建設中）


